
コ□ナ密閉式石油ストーブ 


取扱説明書 


お客様へ 

本製品は消費生活用製品安全法（消安法）で指定される 
特定保守製品です。 

法定点検を受けるために所有ち登録をおこなってください。 
(製品に同姻した「所有ち票」に記入し投函願います。） 


正しく使って上まに節約 


gu エフエフ ジーワイ エフエフ ジーワイ 

王飞 FF-351OGY • FF-4210GY 



このたびは、コ□ナ石ミちス I ブをお質いあげ 
いただき、まことにありびとうございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでち見られる所に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 




□ 特に';主意しでいたださたいこと 

按きのために必すお守りください)一1〜2 


本口';由の廃棄についで —— ~ —2 

且使巧する場所3 

回各部のなまえ - — 3~4 

•外観図.構造図-3 

•操作部 • 表示部一——-- —4 

□ 使用前の準備 — - 4〜5 

♦点义前の華備と確認 4 

•燃料_——- —— - -4 

• 給ミ由-5 

且使用ちま-6~8 

•点义^ =一- 6 

• 至温の調節-- _______-- 6 

•消义-6 

• タイマーの使用ちま — 7〜8 
♦チャイルド□ック 8 

回安き装置-8 

田その他の装置-8 

□ 日常の点検-ま入れ 9〜10 

回定期点検-10 

巧]故障-異常の見分け方と処置ち法-11 

田部品交換のしかた-11 

旧保管(長期間使用しない場合） 12 

旧仕様- 12-13 

旧アフターサービス 13 

旧据巧け • 移設-14 


^株ぶ舍な3厦夏> 






















































































百特にま意していただまたいこと度ミのため I 端ずお守りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品を安をに正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害やお産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は巧のよラになつでいます。巧容 
をよく理解しでから本文をお読みください。 本で中のマークは、巧の 意 ほを表しまず。 


A を険 


この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラ危険 
または火災の危険び差し迫って生じる 
ことが想定される内容を示しでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人が死亡、重傷を負ラな能 
性または乂おの可能性が想定される内 
客を示しでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り扱い 
をすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
的損害の凳をび想定されるの客を示し 
でいます。 


\A A 

このマークは、 r ミち意」して 
いただく内容でず。 

⑩® 

このマークは、してはいけ 
ない r 禁止」を表していまず。 

〇 C 

このマークは、必ず実行し 
ていただ<1■指示」を表して 
ぃます。 J 


/ 

么危険 ( DANGER ) 


\ 

ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い;'由は、 
义災の原因になります。 

絶巧に使巧しないでください。 

(2) 

J 


給排気筒トップ閱そく危険 

給排気筒トツプの周りび雪でふ 
さびれたまま使用しないでくだ 
さい。ふさびれでいるときは、 

除雪しでください。 

また、板などによる「雪囲い J 
は給排気の巧げになるのでおやめください。閱そくしで 
いると運転中に排ガスび室抑こ漏れで、危険です。 


么警告 ( WARNING ) 

〇 



温風吹出□をふさがないグ 

巧類、紙などで温風吹お□や空気 fi—i 1 
取入□をふさびないでください。 け u 
巧類、紙などでふさぐと、义災の 
原因になります。 


給排気筒(管*ホース)外れち険 

給排気筒（管-ホース）び外れ 1°]^ 

たまま使巧しないでください。 M 

外れでいると運転中に排ガスび 
室内に漏れで、危険です。 ノィ 

を 抑挪遍 

スプ レーち 厳禁 

スプレ-ちが比ツトこん1 < V/lXJ 

ろ巧ボンベなどを温風のあ 

ミ藉しこ、ろに腿しないでじ 

熱で生の旺力び上びり、爆おしで危険です。 




給排気筒トップには金網などは付けない 

お排気筒トップには、虫よけのため 
のを網などは巧けないでください。 

給排気の巧げになり、異常燃焼を 
起こし排ガスび室のに漏れる巧能 
性びありを険です。_ 

巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使届しない 
でください。 

巧類び落下しで义びつさ、义災 
の原因になります。 

ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客様ご白身による工事は危険 
です。 

据巧け工事は販売店や専門業着 
にご依頼ください。（ストーブ 
を移設させる場合ち同じです。）_ 

定期点検の実施 

定期的にをに1回程度)に点検.整 
備を受けでください。 

点検を受けずに長期間使巧し続け 
ると、故障や事故の原因になり危 
険です。点検-整備はお買い巧め 
の販売店や資格者のいる店に巧頼しでください。 




A 注意に AUTION ) 


カーテン、可燃物近接禁止 

カーテンや燃えやすいちのを 
巧つ’けないでください。 

义災び発生するおそれびあり 
ます。可燃物との雖隔距離に 
ついでは、標準据巧図 （ 14ぺージ)を参照しでください。 



電源コードを傷めない 

電源コードに巧理な力を加之 
たり、物をのせたりしないで 
ください。また、電源プラヴ 
を巧くとさは、コードを持つ 
で弓 I さ巧かないでください。义巧や感電の原因になります。 


















































A を意に aution) 


油漏れ確認 

給;'由□は確実に締めでください。 

給;'由□を下にしで、ミ由漏れが'ないこ 
とを確かめでください。 

給;'由 □ び確実に締まっていないと簡 
単に開いで、义巧の原因になります。 



廃棄するとさのミち意 

ス I -ーフ'を廃棄するとさは、固定タンク内の灯ミ由 
を巧き取つでください。9ページ） 

なミ由び入つたまま廃棄するとリサイクルの際に思 
わめ事故になるおそれびあります。 


〇 


改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。また、ストー 
フ'本体やお排気筒には床暖房巧の熱交換器など 
を取り巧けないでください。 

乂災や排ガスび室内に漏れる原因となり危険です。 


0 


高温部（やけど）にを意 

燃焼中や消义直後は、高温部(ブリルの周のなど)、 

が気筒(煙突、が気筒トップ、給が気筒トップ)に 
まなどふれないでください。やけどのおそれびあります 

給油時消义 

給;'由は、必す消义しでか 
らおこなつでください。 

こぼれたな；'由はよくふき 
取ってください。 

义災のおそれが'あります。 


A 



給排気筒付近の可燃物近接禁止 


給排気筒トップのちくに、なミ由 
や可燃物など弓 I 义のおそれのあ 
るをのを置かないでください。 
义災のおそれが'あります。 


阿励亦 




0 


〇 


据付け上のま意 

参お客様ご自身による工事は危険です。 

据巧け工事や移設工事は、必ずお買い巧めの 
販売店に依頼しでください。 

参ス I -ーブおよび給排気筒の据付けについでは义災ず防 
条例、 6'; 由燃烧機器の設置暮華による規制びありますの 
で、これに従って据巧けでください。 

参ストーブの固定は、本体固定を具などで、確実に固定し 
_でください。_ 

腰をかけたり、物をのせない 

腰をかけたり、やかんや巧びんなどの物をのせ 
ないでください。やけどしたり、ストーブび変 
おすることびあります。また、水び巧部に入る 
と、感電、义災、故障の原因になります。_ 

異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧し 
ないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 

すみやかに運転キーを「停止 J にし 
でください。 


0 



居室内給油禁止 

給;'由は、必す义の気のないところでおこなって 
ください。义災のおそれびあります。 


0 




温風 I し直接あたりない 

温風に直接長時間あたらない 
でください。 

イま温やけどや脱水症状になる 
おそれびあります。 


参特にお号様やお年量り、体の不自由なちが使われるときは、 
周囲の人び十分を意しでください。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、温風吹 
出□、お排気筒トップにまな 
どふれないでください。 

やけどのおそれびあります。 

参ルさいお寺様のいるご家庭では、特に注意してください。 

電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラヴはコンじントに根元まで 
確実に差しこんでください。 

ほ;■こ、傷んだプラヴやゆるんだ〕ン 
じントは使巧しないでください。） 

义災の原因になります。めれたまで 
の巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 

長期間使用しないとさは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いで 
ください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 



运 


〇 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラヴを巧き、ほこり(および 
を属物)を除去しでください。（ほこりが'たまる 
と湿気などで絶縁不良になり）义災の原因になります。 

分解修理の禁止 

故障-破損したら、使巧し 
ないでください。 

不完をな修理は、危険です。 

お買い巧めの販売店に修理をめ頼しでください。_ 

灯油の保管 

な;'由は、 '火気、 雨水、ごみ、高温および直射曰化 
をさけた場所にな管しでください。 

ガソリンなどといっしよにな管しないでください。 
誤って使巧すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 

指や異物を入れない 

温風吹出□や空気取入□などに指や異物を入れ 
ないでください。けびや义災の原因になります。 


〇 


0 


変質な油禁止 

変質な巧（持ち越したな巧)、不純な;'由（な;'由外 
の;'由‘水‘ごみび混入したなミ由など）を使巧しなし、 

でください。異萬燃焼や故障のおそれびあります。 

電源の接続 

参電源は適正配線された単相100 V のコンじント 
じ(外は使巧しないでください。 

発熱-発义の原因になります。 

参電源コードは、途中で接続したり、延長コードの使巧 
他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 
発熱-発义の原因になります。 


0 

0 


お願い (NOT に E) 

な;'由の廃棄処う 


な;'由の廃棄処分は、な；'由をお買い巧めになつた販売店にご相談ください。 




























































国使用ずる場所 


ま全に使用ずるために 


>マントルピースなど 
には据なけないでく 
ださい。 



♦標高び1 500 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。） 
高地で使巧する場台は 
調整び必要です。 

(詳しくは、工事説明書 


(高地で使用の場合） を 
ご覧ください。） 


i 鸿 


0 


参温室、飼育室、乾燥 
室などでは絶対に使 
巧しないで < ださい。 



効果的に使用するために 


おの下や壁面に設置 

♦外気に接する窓の 下 や 
壁面に置くと、ち気び 
ス I ブで暖められ、 
温風としで巧流します 
ので効果的です。 


湿風の循環を巧げない 

♦温風吹出□の前面に障害物を置かな 
いで < ださい。 

♦障害物びあると、部屋の温度にむらび 
できるばかりでなく、本体の温度び上 
昇しで后険です。 

♦温風吹出□側の空間を広くとれる場所を選んでください。 




回各部のなまス 



背面カバー 

巧流用送風機 

が気管取巧 □ 
給が気筒 
給気管取巧 □ 

給気ホース 

給;'由 □ 

カラーサイン 
オープンつまみ 

巧量計 


気化筒 


巧震白動消乂装置 


※運転中はガス它ンサーび発光-点滅するため、隙間から光び見えることびあります。 


給';由タンク 

































































































































































































(操作部.表疏 0 


チャイルド□ックキー 
チャイルド□ックランプ 
(が8ぺージ） 


表示胡換キー 
時計合せランプ 
タイ7-台せランプ 
(揮 7.8 ぺージ） 



給ミ由ランプ 
(廣5ぺージ） 


若 


n -® な 

チ WJ レド 
‘ □、ツク 


T 



卜 

デジタル表示部 

づ 





广現巧時刻表示 1 



おはよラタイアーキー 

'■ 運転キー ， 



タイ7 一 它ツト時刻表て、 



おはよラタイマーランプ 

運転ランプ 

イ 

一 

L 設定温度•室内温度表 zrxj 

一 


( t ^ 7.8 ぺージ） 

^ - * 

, ( C ^ 6〜8ぺージ） 



3回巧し 


•はじめでお使いになる前に 


eco 


國 


ミ A や.、曰巧 
己义ム1こ/皿/ス 


室内温度 


m tmooi 


温度/時刻 


時 


エコ キー 
エコランプ 
(が6ぺ-ジ） 



タイマー運乾 


おはよう 


分 




香転 

V 切 


温度調節キー ( t ^ 6ぺージ） 
L 時計調節キー ( t :^ 7ぺージ） 


おやすみタイ7—キー 
おやすみタイマーランプ 
( t :^ 7.8 ぺージ） 


髓送時の傷を防止ずるために、操作部-表示部の表面には保護フィルムが貼ってあります。ご使巧前に取り除いでください。 
コーナー部分にじ□八ンテープを貼り巧けで、いっしよにはびずとより簡単に取り陈けまず。 

(保護フィルムは、ストーブ'の設置工事の隙(こはびしである場含があります） 


0ほ用前の準備 


点义前の準備と確認 


■電源の接続 


么注意電源プラグ-コードの発熱-発乂を防ぐために- 


I 電源プラヴはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

I 電源は必す適正配線された単相 100 V のコン它ントを使届しでください。 

I 電源コードは、途中で接続したり延長コードの使届-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


送油経路の点検 

么ま意]給';由タンクおよび機器などから';由 


漏れびないことを確認の上、ご使巧ください。 

•ミ由漏れのあるとぎは、使田を中止しお買い巧め 
の販売店にご相談ください。 


I ストーブ周囲の確認 

么ま意1 力ーテンや燃え 
やすいちのを巧ブけないで 
ください。乂災が'発生する 
おそれびあります。 


■給排気筒接続部の確認 


么警告 j 給が気筒（管-ホース） 


びがれたまま使用しないでくださ 
い。がれでいると運転中にがガス 
び室内に漏れで、危険です。 


燃料は必ずな巧 （ J 旧1导なな）を使巧してください。 


么警告1ガソリンなどの揮発性の高い';由は絶対に使用 


しないでください。乂災の原因になります。 

|レ1\ま意 I 変質な';由、不純な'油などは絶対に使用しない 


でください。 


ま意 I な';由は必す乂気-雨水-ごみ-高温および直 


射曰巧をさけた場所に保管しでください。 

ガソリンなどと一緒に保管しないでくださし、。 

誤って使田すると異常燃焼や义災のおそれびあります。 


変質打油•不純好油とは… 


(§) 

0 

〇 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指先に燃料をつけ、肩をふきかけます。 
(乂の気のない所でおこなつでください。） 

齒ド涵 


なミ由はめれたまま 


ガソリンはすぐ乾く 


巧シーズンより 
持ち越しのなミ由 


0 

戀® 


長期間曰光にあ 
たる巧や温度の 
高い巧(こ保营し 
た'灯油 



容器のふたが開 
けであった0、乳 
白色のポリ容器で 
保管した口油 


(長期聞） 

、皆 


0 

帰 


水-ごみや灯ミち 
]^|外のミ由びほん 
のねすかでち混 
入したなな 



参極度に変質したものは、黄色巧びかったり、すっぱいにおいびします。 
•必すな巧用のポ I 」タンクをお使レくださし、。 

参なミ由はシーズン中に使いきりましよラ。 


■変質な油や不純灯油を使用すると、 
機器の故障の原因になります。 

•ミ由の程度にちよりますび、燃烧不良をおこし 
たり、ス I -ーブの損傷を早め、故障の原因に 
なります。 

参水やごみび送;由経路のに流れこみ、燃焼不良 
_や着义不良の原因になります。_ 

■変勤了油や不純な油を使用したときは… 

参給';由•固定タンク巧のな';由を巧さ、 I お由夕 
ンクはきれいななミ由で2〜3回洗っでから 
使用しでください。 

(悪いミ由び残っていると再発します。） 

•悪いミ由を抜さとっでち効果のないとさは、 
お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナ 
お客様ご相談窓□にご連絡ください。 


m ♦変質巧';由、不純巧'庙が'原因で修理を依頼されたときは、な証期間中でち保証の巧をがとなります。 
♦変質灯';由の処理でお困りの場合は、灯';由をお買い求めの販売店にご相談ください。 















































































































































挣ま意給ミ由は必ず消义しでから义の気のないところでおこなつでください。义災のおそれびあります。 


給油の手順とを意 


1.給‘ぶタンクを取り出し、給‘ぶ□を開いで < ださしん 

♦オープンつまみを強く引い 
で、給油□を開いでください。 


I 燃焼かは絶なにお®タンク 
を巧口出さないでください。 

I おミ由タンクは、ぶつけたり落 
としたりしないよラ、でいね 
いに巧0おつでください。 


①強く引< 



オープンつまみ 


2.給;ぶしで < ださい。 

参市販の給;由ポンプなどを使用しで、 
ミ由量計を見ながら給ミ由しでください。 
参';由量計の半分くらいまで色び変わつ 
たら、給ミ由をやめでくださし、。 


力を姐える 


3.給油□をしめで < ださい。 

雜 IA ま意 給ミ由□は、お実に r パチン」と音びする 
まで図の位置を強く巧しで確実に□ツクし、先端 
を指で持ち上げで開かないことをおかめでください。 

給;'由□を下じしで、ミ由漏れびないことを確かめでから、ス I -ーブ 
に正しく静かに入れでくださし、固定タンクやお;由タンクに強い 
衝擊をあたえると、ミ由漏れや巧障の原因になります。 

ま意1 給';由□びお実にしまってい 
ないとな';由びこぼれで、乂災の原因に 
なります。 

参カラーサイン ■ 全面青で表示されでいる 
ことを確認しでくださし、|]のよラな場 
合は、ちラー度強く巧しでください。 

参給な□のな部などに、ごみなどびはさまつ 
でいる場合は取り除いでください。 


なミ由び®量計のところまで入ってくると、 
黒色に変わっできまず。 

給ミ由□に力を加えで変 
おさせますと、ミ由漏れ給 （ 

の原因になりますので、'湾 j 
変形させないでください。 

給ミ由ポンプの ホースが 抜 
けないよラミ主意しでください。 




①確実に□ック吟⑤□ックのお認 


「パチン j と音がす 
るまで強く押しで 
ください。 


持ち上げる 



おミ由□(断面) 



カラーサイン 

おミ由□をしめたあと、 
先端を指で持ち上げ、 
開かないことをお 
かめてください。 


こぼれたなミ由はよくふき取ってくださし、。 

給ミ由タンクび正しくじットされでいないと、不着义や途中 
消义の原困になります。 



4.給油タンクは給油□を下側にしでタンク室に静かに入れ、口の固定 
タンクに正しく它ットしでください。 

♦空気の;ちえたところで給ミ由し、給ミ由量びみない（半分]^下）場合は、給ミ由□を開し、 
たまま、しばらく室温になじませでから它ットしでください。 

(ずぐに亡ットすると、温度変化により給ミ由タンク巧の空気び膨張するため灯';由び異常 
流出し、固定タンクよりあふれることびありまず。） 


>初めて給ミ由されるときは、給;'由タンクを它ットしでから、送;由経路にな;'由び満た 
されるまで4〜5分位かかります。しばらく待つでから点义操がしでください。 



給ミ由タンク 


オイル 

フィルター 

固定タンク 




1 .ご使苗中、給油タンク巧の 
巧巧び空になると、給油ラ 
ンプび点巧し、ブザーでお 
巧らせします。 


2 .そのまま使苗し、固定タンク巧の巧巧 
びかなくなると給油ランプび遅い点滅 
に変わり、ブザーで給油の予告をしま 
すので、早めに給油しでください。 


3 .給油しないで使苗し続けますと、巧 
枕れとなり自動消义し、給油ランプ、 
運拓ランプの卓い点滅とブザーでお 
I らせします。 


給 ' i 〇 


〈点な〉 


(«•») 

〈フサー〉 

(ピ-ピ-ピ-ピ-ピ -) 


総 由 イ〇 ► 


〈遅い点滅〉 


(«•») 

〈ブザー〉 
(ピーピーピー） 


^舶 

叙巧が31転冷 

〈早い点滅〉 〈早い点滅〉 


(«•») 

〈ブザー〉 
(ピーピーピー） 


CSD 


オート給;'由ポンプ 


オート給'油ポンプ（自動停止装置巧）を使巧する場合 

参巿販おのオートお;由ポンプの給;由ホース先端（給;由 □) を確実 
に奥まで給ミ由タンクに差込み、クリップで止めでから給ミ由しで 
ください。 

クリップで固定しないと、自動停止しない 
でな';由びあふれることびあります。必す、 

クリップを止めでから給;'由しでください。 

※オート給ミ由ポンプの取扱ちる（クリップの 
固定方る詳細）は、オート給ミ由ポンプの取 
扱説明書を確認ください。 


給ミ由 ホース 




(オート給ミ由ポンプ） 
給ミ由 □ 


※才ートお;'由ポンプの 
お;'由□を奥まで給ミ由 
タンクに差込む 


V 


ノ 


































































































1 .運振キーを巧してください。 

♦運乾ランプの点滅と同時に、 
時計表示(未 t ットの場合は 

I - ~~ io ° r ~ ~1 ) から温度表示 

にのり変わり、気化筒の予 
熱を開始します。 



画使用方法 

初めでご使用になるときは、給;由タンクをじツトしでから4〜己分位待って、点乂操巧をしでください。 


♦着乂時、放電音と同時に着义音を発しますび異常ではありません。 

♦5 巧ガス化燃焼のため点乂操作後放電開始まで約3分(気化筒の予熱時間)かかり、そのを約1分で巧流庙送風機が回 
り、温風び出始めます。なお、予熱時間は室温によりをみ変化します。 

♦初使用時はストーブの防績;由や塗料などび焼けるため、煙やにおいび化ることがあります。 

窓をあけで部屋の換気をしでください。 

♦送ミ由経路巧の空気だまりなどにより、1回で着义しないことびあります。 

このストーブは、=ス着义時に再度自動的に点义動作をおこないますび、それでち着义しない場合は、点义操作を 
2〜3回くりかえしでください。 

参点义後約10分間は、熱膨張のため、熱交換器などから「ピチパチ」といラ音を出しますび、異萬ではありません。 

参外気温びおくなると、給排気筒の先端から連続的に白煙が出ることがあります。 

これは排ガス中に含まれている水分が凝結しで水蒸気になるためで、異萬燃焼による白煙ではありません。 


欄閥 運乾中は、ルームサーモじンサーにより設定温度に応じで自動的に乂力びな)り変わります。 


運拓かに湿度調節キ ー0(5 を巧して希望の設定湿度にさわせてください。 

• ヒ]キーを1回巧すと設定温度び1で下びります。 

• 0キーを1回巧すと設定温度び1で上びります。 

•曰田 キーを押しつブけると、設定温度は連続しで変わります。 

♦設定温度は、12でから30でまでの範囲びじットできます。 


ミ ill み' ' S 巧 
己义ムヒ/皿/ス 


室内温度 


温度/時刻 


時 


巧 


最小乂力でち室温が'上昇する場含（気温の高いとさ、曰あたりの良い部屋) 

■エコモードのセット 
エコ （ eco ) キーを巧しでください。 

•エコランプが'点灯します。 


■エコモードとは… 

•最大乂でを約3 0 %おさえで運転します。 

•設定温度が2 0でに設定されます。ただし、設定温度び20で 
よりちおい榻合は、そのままの設定温度になります。また、エ 
コモードを它ットした後でち、設定温度は変更できます。 
•室温が設定温度より約2で上昇すると自動のに消义し、設定温 
度まで下がると自動のに再点火しで、室温を調節します。 

白動消火中は、エコランプのみ点なしでいます。 


■ 


eco 




は、エコモードをお還びください。 

■エコモードの解除 

をラ1度エコキーを巧しでくだ 
さい。 


>エコランプが消な 
しで通常運転にち 
どります。 


eco 




2.予熱び完了すると自動点义し 
ます。 




点乂と同時に運転 
ランプは痒 
ねります。 





青い炎の中に 
黄色いおヴ混 
じつでいる 


化 魁 ■ 

♦強燃焼' 弱燃焼とも工場出荷時に燃焼状態を調節しであります。 
♦炎の状態は青い炎のかに、いくらかの黄色い炎（ホ乂）が混 
じつでいでも異常ではありません。 




運括キーを巧してください。 

♦運乾ランプは消なしますび、燃焼用•巧流用送風機は、燃焼室びち却するまで運乾を継続します。 

デジタル表示部は温度表示から時刻表示にのり変わります。 ■ 

参約6分後に燃焼室びち却され、燃焼用-巧流用送風機び自動的に停止します。 I 

♦外化するときは、必ず消义してください。 I 

♦ I 么を意 I 長期間使田しない場合は、電源プラグを巧いてください。 

♦消义後は本体巧部び;ち却するまで送風を継続します。 

♦ストーブに強い衝撃をちえで消‘义したり、電源プラヴを巧いで消义することはしないでください。 

♦消乂操作後は、义び消えていることを確かめでください。 



-りにな 
ルよ度び 
、に湿力 
は-卜义 
らサツに。 
かンた的す 
をたの動ま 
巧モ節自〇 
1~調てわ 
义サ度じ変 
着ム温応〇 




S 

正常燃焼 





































































タイマーの使用方法 


就印目初ぉ riJ " 


1.表示な換キーを巧して、時計 
ちせランプを点なさせます。 

♦現在時刻をじツトする前は、 
午後12:00を表示します。 




2. 時計調節キーの b 
たツトしてください。 



を巧して現在時刻を 


>1回押すごとに日（時）は1時間、 l + j (分） 
は1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

H — I (時）キーで時刻含わせをしたときは 
午前-午後をまちびえないよラに'ま意しで 
ください。 


タイマー時刻合わせ 


1.表示枕換キーを巧しで、夕 
イ7—させランプを点なさ 
せます。 

♦タイマー時刻を t ットする 
前は、自動的に午前5:00 
にじットされでいます。 


N 


表示 



2. 時計調節キーの 0(5] を巧してタイ7—点义 
時刻を它ットしでください。 


♦1 回押すごとに P (時）は1時間、1 + 1(分）は 
1分進みます。 

押しつブけると表示は連続しで進みます。 

♦ 1 — 1 (時）キーで時刻含わせをしたときは午前 • 
午後をまちびえないよラじを意しでください。 


♦己砂間操作びないとき、時刻表示部は自動的にちとの表示にちどります。 

♦停電で時刻表示部び I --1:1 - - 1を表示したら時刻合わせをおこなつでください。 

参タイマー時刻は1度它ットすれば、電源プラヴを巧いたり、停電などなかぎり記憶されます。 


おはよラタイ7— 


■ストーブ停止中からのタイマーセット 


1. 運転キーを巧しでください。 

2. おはよラタイマーキーを巧しでください。 

♦おはようタイマーランプび点なしで、じット完3 
です。 

♦デジタル表示部におはよラタイマーじット時刻び 
表示され、おはよラタイマー運乾に入ります。 

♦約5秒後に現在時刻表示にちどります。 

参さわせた時刻になると、タイマーじツト前の運転モードで運乾を開始します。 



♦必ずタイマーの它ットを先におこなつでください。 


■おはようタイマーの解除 
運振キーを巧します。 

参おはようタイマーランプび消灯し、デジタル表示 
部び現を時刻表示じのり変わります。 


♦外出時など、留守中に燃焼を開始するよラなタイマー 
它ットは絶巧しないでください。 



〈おはよラタイマーランプ消'打〉〈運転ランプミ肖な> 


田 


おはよう 


おやすみ 


運転 

み 


おやすみタイ7— 


〈設定時間のおやずみタイマーランプび点打> 


■おやずみタイマー運転のセット 

おやすみタイマーキーを巧してください。 

参設定時間のおやすみタイマーランプび点灯し、設定時間 
経過後自動消乂し、同時にデジタル表示部は rij ]：[ FT ] 
となります。 


設ち湿度 室の温度 



[1 回押す-1時間運輯後自動消乂 2回押す-2時間運転後自動消义】 


■おやずみタイマー運転の解除 

おやすみタイ7-キーを巧して、おやすみタイ7-ランプを消なさせて 
ください。 

♦この状態で、おはよラタイマー運乾されでいない場台は燃焼び継続しま 
すので、消义するときは運乾キーを押しでください。 


〈おやずみタイマーランプ消■灯〉 
























































































f おはよラタイマーとおやすみタイマーの同時運転^^^^ ■ 

/設定時間のおやずみタイマーランプと 



1 .おやすみタイマーを它ットしてください。 （ t :^ 7 ぺージ） 

\おぶよつタイマーフンフ、厘おフンフり、巧/ 1 


設定温度 室内温度 





2 •おはよつタイマーを它ットしてくたさい。 （ t ;^ 7 ぺージ） 

し '- H … 

1;; 

lir 

■ 

V 

参必ずおやすみタイマーの它ットを巧におこなってください。 

おはよラタイ7—の它ットを先におこないますと、おやすみ 
タイ7—の它ットをすることはできません。 

温度/時刻 タイ7-連 

日出 （ぉはょぅ] 

時 巧 

おやすみ 

[5 居 

1 入/切 

- J 


お寺様などによるいたずら操巧の防止や、誤って運乾キーを巧しでち点乂しないよラじする機能です。 


■チャイルド□ックのセット 

チャイルド□ックキーを3秒な巧に3回巧しで 
ください。 

参チャイルド□ックランプび点な 
すると t ツト完3です。 

♦運乾中または停止中でもチヤイ 
ルド□ツクできます。 


■チャイルド□ックの解除 
再度チヤイルド□ックボタンを3秒な巧に3回 
しでしでください。 





運転かにチャイルド□ックを它ットすると、它ットか 
は運輯停止（消乂）操1乍]^外は受け付けません。 

停止かにチャイルドロックを它ットすると、 t ット中 
はすべでの操1 乍を受け巧けません。 


なまま装置 

ま全装置が'作動しで消义した場合は、ストーブと周囲の点検-処置をおこなっでください。 
処置後の点义操作は点义の頂に従ってください。 


をを装置 

原因 • 作動結果 

処置ち法 

巧震 g 動ミ肖义装置 

([1哥表示） 

•地震(約震度5政上)や強い衝撃を受けたときは 
対震自動消火装置が作動しで自動的に消乂し 
ます。 

•地震によって作動した焉含、周囲の可燃松]、機器の損傷、ミ由漏 
れ、給排気筒の外れなど異常がないことを確認しでから再点火 
しでください。 

不完を燃焼防止装置 
〔ガス t ンサ ー] 

( HI ： 点滅表示） 

( 点滅表示） 

( 点な表示） 

•巧一排気か‘漏れた場含は不完を燃焼防止装置が 
働いで消乂します（臣 D 点滅表示)。 

参不完全臟烧防止装置が連続しで4回作動すると 
「連続不完全燃焼通知機能 j が働き、お知らせ 
します （1 卜间 点滅)。 

•さらに不完全燃焼防止装置 （ 不完全燃焼通知機能） 
が連続しで3回作動ずると「再点乂防止機能 J が 
働き、再点乂できなくなります（臣固点な)。 

•排気管に外れがないか、また他の燃焼機器などの影響びないか 
確認してください。 

•部屋の換気を十分にしで、販売店に連絡しでください。 

点义まを装置 
燃焼制御装置 

([^表示 • (13 表示) 

•点火 S ス-遗中消乂をしたときに自動消乂し 
ます。 

•「曰常の点検-寺入れ」（〔3=^9 -10ページ)をしでから点火操作 
をしでください。処置しでち繰り返しエラー表示が出るときは、 
一旦運転キーを「停止」じしで販売店に連絡しでください。 

停電安全装置 

♦停電や電源プラグがコンじントから抜けたとき 
は、すべでの運起を停止します。 

参停電復帰(再通電)後デジタル表示部ににりが表示され、ストー 
ブは運転しません。再度点火操作をしでください。 

過熱防止装置 
〔まをサーモスタット] 

(表示部全消な） 

参温風空気取入□や温風吹出□びほこりなどでふ 
さびれたり、ストーブ前面に障害物びあるなど 
しで本体巧部び過熱すると自動的に消'义します。 

参温風空気取入□や温風吹出□の掃陈をしでから再点乂しでくだ 
さい。9 . 10ぺージ） 

処置しでち繰り返しエラー表示が出るときは、一旦運転キーを 
「停止」にしで販売店に連絡しでください。 


因その他の装置 


装置の名称 

原因 • 作動結果 

処置ち法 

が気管巧けお巧装置 

•排気管の接続部が'パれたり、排気管旅け検知用リード 
線が断線したときには、安を装置が作動し、エラー表 
示 fFD ) を出し、自動的に消火します。 

排気管抜け検知装置が作動しでいる場含は、エラー表 
示[£〇)が出で点火できません。 

•原因を調べ、処置樓点义操作をしでください。 

排気□キャップ 

ねづ^ 學 

S ■一)賴 L の 

•排気管抜け検知装置にたよらす、給排気筒や延長管 
を月に 1 度は点検しでください。 

It 、■く^組が'刘簡 

排気管旅け橫知用リード線のゆるみまたは、 
外れ-祝れがないか確認しでください。 



週電流防止装置 
(15 アンペア） 

•内部配線のショートにより過電流が流れたと章、電流 
ヒューズが切れ、すべでの運転を停止します。 

•お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 

室温異常上昇防止装置 

([ ET ] 表示） 

•部屋の温度が日〇で政上になったときに自動的に消乂 
します。 

•窓をあけ、部屋の撰気をしでから、点乂操作を 
おこなつでください。 



























































画曰常の点巧•手入れ 


点検-字入れは、消乂後ストーブび十分冷えでから、必す電源プラグをコン t ントから巧いでおこなつでください。 

参電気 部品の分おや巿販品との交換は絕巧にしないでください。 

♦燃焼部の分おは絶巧にしないでください。 


ストーブとストーブ周囲の点検 


• I A ま意1 カーテンや燃えやすいちのを巧ブけないでください。义災び発をするおそれびあります。 

♦ほこりやちれをそのままにしでおきますと、ミ由びしみたりしでを険です。 

ス I ブはいつも清潔にしでご使用ください。 

• I 么ミ主意] 給ミ由タンクおよび機器などからミ由漏れびないことをお認の上、ご使用ください。 

♦油漏れがある場合は、お買いホめの販売店に修巧を依頼しでください。 

\_ ノ 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検（使用ごと） 


警告1給が気筒(管-ホース)びがれたまま使用しないでください。 


がれでいると運転中にがガスび漏れでを険です。 

• I 警告 1 給が気筒トップの周りび雪でふさびれたまま使用しないでください。ふさびれでいるときは、除雪 
しでください。閱そくしでいると、運転中にがガスび室内に漏れで危険です。 

♦お排気筒およびトップの周囲に障害物び置かれでいないか、ときどき点検しでください。 


給排気筒接続部のゆるみおよびトップ周囲の点検りシースン1〜2回） 


♦給が気筒びつまると、不完を燃焼をおこします。 

シーズン初めには必ず点検し、くもび巣をつくったり異物び入ったりし 
でいるときは、必ず掃除しでください。 

♦給が気筒を一度取りがしで、再び取り巧けるときは、が気管の接続部の 
部にはめこんである01」ングび破損しでいないか確かめでください。 
破損しでいた場合は、お買い巧めの販売店に交換を依頼しでください。 



固定タンクの手入れ 


♦ときどき、オイルフィルターや固定タンク巧を点検しでください。 

給';由時などに混入した水やごみびオイルフィルターや固定タンクの底に 
たまるとことびあります。 

オイルフィルターの手入れととちに固定タンクのま入れもしでください。 

♦オイルフィルターを取り出し、巧属のスポイトで固定タンク内にたまって 
いるごみや水をあいでください。 

♦こぼれたな';由はよくふき取ってください。 



オイルフイルターの手入れ （1 シーズン1〜2回) 


♦固定タンクからオイルフィルターを取り出し、中のごみやほこりを除去 
しでから、きれいななミ由で洗浄しでください。 

♦ミ先ををは、ちとどおり它ットしでください。 

♦絶なじ水で洗わないでください。 

♦給ミ由タンクの中じな';由び入っているのじ、給';由ランプび点滅し乂び消え 
たときはオイルフィルターにごみやほこりびたまっで';由の流れを悪くし 
でいます。ときどきオイルフィルターの掃除をしでください。 



のぞき窓の透明度び悪くなったとき…お買い巧めの販売店に依頼してくださし、。 


♦のぞき窓を外しでふく場合は、巧のよラにしでください。 

前パネルを外し、のぞき窓をとめでいるねじを外しで、しめらせた巧で 
ふき取つでください。 


♦ねじ部は常温になつでから外しでください。 

♦ちとどおり、巧一にねじを締めで固定しでください。 

参のぞき窓を外したときは、パッキンを新品と交換してください。 




































































熱交換器の点検 (1 シーズン 1 〜 2 回）お買い巧めの販売店に依頼してくださし、。 


熱交換器の内部にすすび異常にたまると、不完を燃焼の原因になります。 

♦異甫燃焼(においびしたり、給が気筒から黒煙び出るよラなとき)びおこった場含には、バーナの点検とあねせ 

で熱交換器の点検をお買い巧めの販売店に依頼しでください。 

V _ y 



巧流用送風機の掃除（週1回む上) 


♦巧流用送風機は週1回上掃除しでください。 

巧流用送風機のガードにほこりびたまると、音び大きくなつで温風量びかなくなり、暖房出力び低下すると 
同時に、ストーブ巧の温度び異常に高くなつで、過熱防止装置(安全サーモスタツト)びた動する場台びあり 
ます。 

1週間に1回上は、巧のま順に従ってが流用送風機を取り外しで掃除をしでください。 


■巧流用送風機のがしかた 

運拓を停止し、巧流用を風おびとまっていることをお認して<ださい。 

の 背面カパー（上）を固定しでいる化粧ビス2本を巧しでください。 

⑤巧流庙送風機のリード線プラグを引き巧いでください。 

©蝶ねじ2本を巧し、巧流用送風機ををろにおけなびら上方べ引き出 
しでください。 

掃な機などでほこ0を取0除いで < ださい。 


■対流用送風機の取り付けかた 

巧流巧を風おを巧したときと逆の順巧で、モとどお0に取0巧けで< 
ださい。 

参このとき、巧流用送風機の下側のゴムの部分をプラスチックの溝に 
はめこんでください。 
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地震などの災害び発生したとをの点検 


地震などの災害び凳ちし、製品に振動や衝撃び如わったときは、運乾前に必ず巧の点検をおこなっでください。 

♦給排気筒周りの巧れ、漏れの確認 

点検で異甫びみつかった場含は、お買い巧めの販売店に修理を依頼しでください。 


回定期点巧 

長期間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。 

参2シーズンに1回程度、シーズン終3をなどに、点検を実施しでください。点検のご相談はお買いあげ店または修理 
資格者〔(財）曰本6ミ由燃焼機器な守協合 (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習合修3者 （6; 由機器技術 
管理±)など〕のいる店までお問い合わせください。 


愛情点検 

I 長年ご使用の 密閉 式石油ストーブの点検をぜひ！ 


ご使用中止 

の 

こんな症状は 
ありませんか 

♦ミ由もれびする。 

♦強いにおいびする。 

♦運転中に異常な音が'する。 

参その他の異常や故障びある。 

► 

故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 

点検-修理についでのご費巧 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 





































































が気管巧け検知装置の作動 


参 


参 


ED 


排気管の接続部およびが気管巧け検知巧リード線の接続 
部の外れびないか点検し、がれでいたら正しく接続する 


不完全燃焼防止装置の作動 


参 


Hi-HH 


直ちに部屋の換気をし、販売店に連絡する 


室温異常上昇防止装置の作動 


参 


と厂 


窓をあけ、部屋の換気をする 


水平に設置されでいない 


♦ 


水平器じより水平に設置する 


給気ホースび外れでいる 


参 


とピ ’ f •イ 


確実に接続する 


不良なミをを使用しでいる 


f パ S , 


良質のなミをと入れかえる 


温風吹出□びふさびれでいる 


♦ 


表示部を消な 


障害物をお0陈< 


電源コードの断線 


♦ 


販売店に修理を依頼する 


夕す流フアンガードのほこりだまり 


♦ 


表示部を消な 


掃除をする 


給排気筒の先端びおおわれでいる 参 参 td'tH おおっているちのを取り除く 


が気管の接続部にスキ7びある 




接続窗 P 斤に正し<取0なける 


強い地震びあったまたは、ストーブに衝擊を 
ちえた 


♦ 


E 弓 


「地震などのお善が'発をしたとさの点検 J 

( cy 1日ページ)の点検頃目を確認し、運転キーを巧し 

なおし、再点乂する 


排気管の配管び長すぎる 


参 


延長 3 m 、 巧びり3箇所下じする 


連絡パイプの袋ナツトび締まつでいない 


締め直す(販売店に連絡し修理しでちらラ) 


給ミ由タンクじな油びなし、 


♦ 


♦ 


給ミ由する 


信電中である 


♦ 




通電されるまで待つ 


電源プラヴびコン它ントじ差しこまれでいない 


コン它ントに確実に差しこむ 


晒が障-異常の見分け方と処置方法 


巧のよラな現をはが障ではありません。 

•修理を巧おされる前にちラー度お確かめください。 


参巧の表にちとづいで、ちラー度お確かめください。 

>表にないエラー表示の場含、あるいは処置ちをにより処置しでち良くならなレとさは、お買い巧めの販売店じご相談ください。 


国部品交換のしかた 


部品交換のとをの注意 




^不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要な場合には、お買い求めの販売店又は、修理資格者 
〔（財）曰本5ミ由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習舍修了者 （5' 油機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 


部品交換は コ□ナ純正部品 とご指定くださし、: 



f 現 象 

説 明 ' 

点 

义 

時 

m 

义 

時 

初めで使巧するとき、煙やにおいが出る。 

耐熱墓料やほこりなどか"焼けるためでず。しばらく窓をあけで頓気しでくださし、。 

初めで使用するときや、シーズン初めの初使巧時に 

1回で着乂しなし、。 

固定タンクにロミをがみたされるまで4〜5分位待って点火操作をしでください。 

送;'由経路の空気だまりなどにより、 T 回で着乂しないことがあります。2〜3回点火 
操作をくりかえしでくださし、。 

すぐに点义しない。 

石;'由ガス化ちすのため、予熱時間が約3分/必要です。 

(予熱時間は室温により多が変化します。） 

燃焼開始時や消乂後に[ピチ-ピチ」といラ音がする。 

本が巧部げ熱により膨張、収縮するたがです。異萬ではありません。 

点义しでもすぐ温風びおない。 

不快な;ち風をおさないためで、本体內部が暖まると温風び自動的にのきおできます。 

消乂しでち温風が出でいる。 

本が巧部か t 冷却するまで送風を継続します。 

燃 

焼 

時 

点义プラグ-フレーム□ツド•バーナヘツドが/帝く 
なる。 

炎に熱せられでホ熱するためでず。 

異常ではありません。 

おの中に黄色い炎か’混じる。 

異萬ではありません。 

使巧巧にときどき「ポコ-ポコ J といラ音がする。 

給ミ由タンクから固定タンクの方に灯■ミをが流出ずるときの音で異萬ではありません。 

そ 

の 

/也 

給が気筒の先端から連続的に白煙が出る。 

が気温が低くなると、が乃ス中に含まれでいる水分が凝結しで水霧気(こなるためで、 
異萬燃焼(こよる白煙ではありません。 j 


法 


方 


処 


口 


ホ乂で燃える 


おび大きく 
ならない 


においびする 


油漏れびある 


モニタ—ランプ 
ちつかない 
運転しな S 

乂び遠中で 
消えでしまラ 

大吉な燃焼音を 
友げで燃える 


点火しない 
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f 呆管(長期巧使用しない場合) 


シーブンオフや長期間使巧しないときは、巧の要領で手入れをおこない f 呆管しでください。 

r 1 .電源 プラグをコンたントから巧いでください。 

参 口^ま意1 長期間使巧しないときは、電源プラヴを巧いでください。 

2. 給;巧タンクを取り出し、給油タンク内のな;巧をすべで巧き取ってください。 

参中に水分やごみび残ったままにしでおきますと、給ミ由タンクび腐食する原因になります。 

3. 背面カバー(上）-巧流巧送風機をがし、羽根とガードのほこりを掃除機などで取り除いでくだ 

さい。（屈 =10ぺージ） 

4. オイルフィルターを取り出し、付属のスポイトで固定タンク内のな巧や水を巧き取り内部をき 
れいにしでください。 

_参オイルフィルターは、なミ由ですすぎ洗いしでください。 （1：^9ぺ一_ジ） _ 

5 . 本体をしめらせた巧でちれを落しでから、からぶきしでください。 

6. ストーブは据なけたまま保管しでください。 

♦温風欧出□や背面の巧流用送風機にほこりなどびたまらないよラカバーをかけでください。 

(別売の本体化粧カパーのご使巧をおすすめします。） 

♦どラしでち取り外しでな管されるときは、ポリ袋に入れ、乾燥した場所に横倒しにしないよラにな管しでください。 

参巧シーズンに据なけをおこなラときには、必ずお買い求めの販売店に依頼しでください。 

♦取あ説明書ち大切にな管してください。 

V _ J 


画仕様 


型なの呼び 

FF -3510 GY 

FF -4210 GY 

種 類 

気化す-強制給が気お-強制巧流巧 

点义方 君： 

高圧放電点义す 

使 用 

M 料 

なミ由 （ J 吃1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

4.01 kW (0.39 L / h ) 

4.84 kW (0.47 L / h ) 

最小 

2.01 kW (0.195 L / h ) 

発熱量（入力） 

最大 

14,450 kJ/h 

17,410 kJ/h 

最小 

6,264 kJ/h 

熱効率 

最大 

86.6 % 

最小 

86.6 % 

暖房出力 

最大 

3.48 kW 

4.19 kW 

最小 

1.74 kW 

ミ由タンク客量 

已 .0 L 

標準適室 

温暖地 

木 造15.0( 9 置）まで 

コンクリート21.已 （13 置）まで 

木 造 18.0(11 置）まで 

コンクリート 25.0(1 日置）まで 

暮席地 

木 造15.0( 9置）まで 

コンクリート2日. 0(15 置）まで 

木 造 18.0(11 置）まで 

コンクリート 29.5(18 置）まで 

外 巧 ブ 法 

高さ600 mm 幅500 mm 

奥行 324 mm (置台を含む） 

質 量 

19均 

20 kg 

電源電圧および周波数 

100 V 

已 0/60 HZ 

定格消費電力 50/60 HZ 

点义時最大650/650 W 燃焼時32/30 W 

点义時最大650/650 W 燃焼時33/31 W 

待機時消費電力 

1.3 W 

給が気筒の型なの呼び 

QU 4-3 

給が気筒の呼び径 

D 40 

お}非気筒の壁質通部の孔径 

夺7己 mm 

m 気温 度 

260で!^下 

電流ヒューズ 

15 A 

をを 装置 

巧震 S 動消义装置‘不完を燃焼防止装置-点义をを装置‘燃焼制御装置 
停電をを装置‘過熱防比装置(ををサーモスタット） 

その他の装置 

排気管巧け検知装置-過電流防止装置 

巧属品 

糸含が気筒 t ット1‘取お説明書1‘工事説明書1‘本体固定金具2 ‘ スポイト1‘置台1‘背面カノ X — 1‘所有音票1 


標準適室は、巧団法人-日本ガス5ミ由機器工業含の算定畐準によります。 
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〔外形寸法図 


戶鸡掛置 

給排気筒お付巧(の7己） 


〔端刊曜） 




単位 mm 


10 


239 J25 


75. 


〔度由経路図） 


バーナヘッド 


電磁ポンプ 


給ミをタンク 



虹アフターサービス 


保証について 


•このコ□ナ密閉な6ミ由ストーブには保証書びつい 
でいます。「お買レあげ曰-販売店咨 j などの記入 
をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、 
大切に保管しでください。 

•巧証期間はお買いあげしげこだいた日から1年間です。 
•なのよラな原因による故障および事故につきまし 
では、保証の巧象になりませんのでミち意しでくだ 
さい。 

♦変質な巧や不純灯'庙など、またな'庙がの燃料 
使用による故障や事故。 

♦誤つた使用ちをによる故障や事故。 


修理を依頼されるとを 


参本書の「故障-異常の見分けちと処置ちを j ( t ^ ll ページ）の項に従っ 
で調べでち良くならないときは、電源プラグを巧いでお買いずめの販売 
店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□じご連絡ください。 

参ご連絡いたださたい内容は巧の通りです。 

•品 S • お買いあげ曰 

♦型式の呼び ♦巧障が巧（できるだけ具体的に） 

• ご住所-ご氏咨-お電話を岩 

参修理に際しでは、保証書をご提示くださし、保証期間中であれば保証書 
の規定に従っておお修理させでいただきます。 

参ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いホめの販売店かおおくの 
コ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせください。 


■保証期間が過ざているとさは 

•お買い巧めの販売店にご相談ください。修理によって使用でさ 
る製品につレではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■補修用性能部品の保有期間 

•石'庙ストーブ'の補修用性能部品（機能を維持するために必要 
な部品）の保有期間は製造巧ち切りを7年でず。 


■修理に出されるときは 

♦輸送時や運搬時に給ミ由タンク-固定タンクのにな 
ミ由び残ったままですと、傾きや}辰動で灯ミ由びこぼ 
れることびありますので、必す巧き取つでください。 





[ 


] 


巧流モータ 


ヒユーブ 
1已 A 


電源 


口 


贡化 

ヒータ 

口 


ロ ロ 

燃烧モータ電磁ポンプ 


が気筒 □ 


イグナイタ 


I I 

ガスじンサ 


□ 


フレーム□ツド 

ァ-スし 


□ □ □ □非-与 


給油 安を巧震ポット 
サーモ サーモ 


サーモ 


操作部 9 P 


メモ USW 

回 


操た部 8 P 操作部 3 P 

I I □ 


] 
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巧固定を具 
(F-84: 別売部品） 


^T/V 777777 

地面- 


'^ 77 / 7777777 / 77 - 

スラブ面な 




出寸法9 on 

(スペーサを使巧しない場含） 


♦ただし、不燃物の揚さでち、可燃物と同じ離隔距離にしでください。 


据巧けについでは、义災予防条例、電気設備に関する技術暮華などるちの暮準びあります。 

工事説日月書の「特にを意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または 
据巧け業着とよくご相談ください。また、「標準据巧け例」についでは、下図を参照しでください。 


( 標斟尉寸け例 ） 

<正面〉 


〈側面〉 


60 cmJ ^ 上 
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給排気筒を延長ずる場含のを意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲びりな下で取り付けられる揚巧を還定しでください。 


積雪地区における注意 


積雪びをい地方では、積雪時に給排気筒び雪でふさびれないよラな取巧場所を還定しでください。 
また、風びよどむよラな場所では、排ガスを再度吸い込んで不完を燃焼を起こすことびあります。 


据付け後の確認 


据なけが'終わりましたら、ちラー度、工事説日月書の「特にを意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りくだ 
さい） J をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据巧けられでいるか確認しでください。 


試運転は、販売店または据巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

1.運輯準備 （ t ：^4 - 5 ページ） 

①給油タンクに巧巧 ( JIS 1音な巧）を給油し、ストーブにじットしでください。 

⑤ス I ブ側面の化平おで、化平に設置されでいることをお認しでください。 

③ ストーブの屋台の上や送油管の接続部に、巧のたまりや巧漏れびないかおかめでください。 

④ 電源プラグをコンじントに差しこんでください。 

参高地で使用される場ちは、空気び希薄なため調整び必要です。 

(詳しくは、工事説日月書の (高地で使用の場合) を参照しでください。） 

参ミち意 I 電源プラヴは、コン它ントに根まで確実に差しこんでください。 


2.運括（恩= 6ぺージ） y 

運拓キーを巧して < ださい。 

•運起ランプび点滅し、約3分後に着义し、着义後約1分で巧流用送風機び回り温風び出まず。 

•炎の状態は青い炎の中にいくらかの黄色い炎陆从）び混じつでち異甫ではありません。 

•ネリめでお使いになるときは、耐熱室料などび焼けで煙とにおいび出ることびありまず。窓をあけで部屋の換気をしでください。 


3.消义（原6ぺ-ジ） ^ 

運拓キーを巧して < ださい。 

•運おランプび消灯し、約6分後に本体の部びをがずると、燃焼用 '巧流用送風機び停止します。 


画据付け•あ設 


据付け • 移設工事は販売店に依頼ずる 


据巧けや移設工事は販売店または設置業着に依頼しで、お客様ご自身ではおこなわないでください。 


据付け場所の選定および標準据付け例 


スト—ブ 
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ホし幌市白石区平和通 16T 目南 1-19 干003 -0028 

ホし幌市白石区米里3ま 2T 目 6-25 〒〇 03-0873 

函館市西ち梗の21-2 〒〇41 -0824 

脚II市東姐川南1菜 2T 目 2-5 〒〇 78-8261 

帯広巿西18柔化1 T 目1 7-1 〒〇 80-0048 

訓路市巧圍町 4-1 7 〒〇 85-0038 

北見市美ち町 9-1-30 〒〇 90-0064 


TEL(011)8 目 4-0440 
TEL 01 1)879-2121 
TEL 0138)48-6070 
TeUoI 66)37-2330 
TEL (日 155)35-7518 
TEL 日 154)24-41 91 
TEL 0157)26-2103 


索京都化区豊島 8-4-8 
東を都化区豊島 8-4-8 
東奈都化区豊富 8-4-8 
ごりI市畐お町 1-22-3 
松戸市富塚新田 95-5 
橫お市戸塚区原宿 4T 目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西ま2491 -2 
さいたま市:!ヒ区富原の 1-674-2 
さいたま市:!ヒ区富原の 1-674-2 
局崎市問屋の西1 -3-22 
宇都客市築瀬町2313 
太田市畐林東町2375 
か戸市苦原の653-2 
つくば市谷田部 6788- 19 


E を市な刹 3-2-1 5 
E を市な浏 3-2-1 5 
新爲市東区江南 1-6-41 
長野市大豆島5312 
松本市を質大夕保原7852 


を 巧を 店 
をおサービス它ンター 
冨山営業所 
福井営業所 


福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒812-日日日7 TEL 092 474 

福岡市博多区東比恵 2-2-4 日 〒8 12-0007 TEL(092)474 

化刀;州市ル賃化区愛着 2-6-4 〒803-0828 TEL(093)592 

鹿巧島市坦上 7-16-5 〒890-0034 TEL 099 281 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 TEL 096 367 

長崎県西彼许郡時まのを底郷お坦 74-1 〒851-210目 TEL(095)882 
宮崎市霧島 3-59-2 〒880-0032 TEL(0985)29 

大分市兰な 1-19-7 〒870-0108 TEL 097)523 


-5771 

-6001 

-8611 

-1321 

-7%1 

-7710 

-1680 

-5161 


干 030 -0946 
干 030 -0946 
干 010 -0917 

干 010 -0802 

干 031-0073 
干 031-0073 
干 036-8086 
干 036-8086 
干 020 -0823 
干 020 -0823 
干 023-0002 

干 983-003 己 
干 983-0035 
干 963-8033 
T 990-2423 
干 998-01 03 


干 1 14-0003 
干 1 14-0 日日3 
干 1 14-0003 
干 190-00 11 
干 270-2222 
干 245-0063 
T409-3866 
干 331-0812 
干 331-0812 
干 370-0007 
干 321-0933 
干 373-0825 
干 310-0852 
干 305-0861 


FAX の92 474-5775 
FAX の 92)474-641 4 
FAX り 93)592— 8666 
FAX の99 281-1252 
FAX 096 369-6323 
FAX(095)882-7767 
FAX(0985)25-0685 
FAX の 97)523-51 目2 


g 古屋巿熱田区检田の 16-1 1 
名古屋市熱田区桜田の 16-1 1 
静岡市駿巧区喜松 2-15-30 
岐阜市六条南 2-7-8 
津市富茶屋 3-29-38 
沼津市西椎路888-1 

の田市南重田 1-8-47 

吹田市南を田 1-8-47 

富松市ミ里の 1-8-5 

京都市伏見区け田段ノリI原の7日-1 

巧戸市西区巧吉 5-1 32 

彦根市正を寺の南出78 

福热山市荒巧東の68 


干 456-0004 TEL の 52)746-6600( げ表） 
〒化 6-0004 TEU052)746-6603( げ動 
〒422-8034 TEL の54に: 38-0005( げ表） 
〒如 0-8358 TEL の58に 68-7555( げ表） 
〒514-0819 TEL の 59)234-8471( げ表） 
〒41 0-0303 TEL(055)968-621 0(巧表） 

〒564-0044 TEL(06)6380-21 11(巧表） 

〒が 4-0044 TEU06)6386-5670( 代表） 

〒760-0078 TEU087)835-171 1(代表） 

干 612-841 4 TEU075) 目 43-2002( 代表） 

干651 -21 33 TEL の 78)922-2431 (代表） 
干522-日日24 TEU0749)24-6239 (代表） 

干 620-0061 TEL の 773)22-0827 (代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)2:38-0006 
FAX の 58)268— 755日 
FAX の 59)234-8472 
FAX の 55)968 - 6212 

FAX(06)6386-7262 
FAX の 6)6:386-5588 
FAX の 87)835-0160 
FAX の 75) 目 43- 0870 
FAX の 78)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX の 773)23-7592 


広島市安化南区お園 3-27-2 日 〒731-0138 

広島市まに南区ネ氏園 3-27-2 日 〒731-0138 

岡山市化区辰己 35-1 03 〒700 -0976 

米子市目夕美の 235-1 〒683-0035 

固南市徳山きーノ片手5631 -4 〒745-0882 


TEL の 82)871 -3310(代表） 
TEU082)871-3315 (代表） 
TEL の 86)243-7751 (代表） 
TEU0859)33-8157 (代表） 
TEU0834)22-5567 (代表） 


FAX の 82)871-3306 
FAX の 82)871-0272 
FAX の8目) 243-71 91 
FAX の 859)23-0709 
FAX の 834)22-5589 


干 955-0864 TEU0256)32-2126 (代表） 

干 9巧-0864 TEL(0256)32-2129 (代表） 

T950-0855 TEL 025)286-9131 代動 
干 381■日日22 TEU 日26う221 -51 11代表） 
干 399-0033 TEL か 2 63) 2 6-005バ巧載 

T920-0027 TEL(0 7 目) 2 60-05 目 7 が表） 
干 920-0027 TEL 076 26日-0038代表） 
干 930-0985 TEL か 76M44-0567 ミげ表） 
干 91 8-8237 TEU0776)23-0567( 代勤 


FAX の 256)35— 8519 
FAX の 256)32-21 37 
FAX の 25)286-331 3 
FAX の26た21-日日39 
FAX の 263)25-9961 

FAX(076)260-077 己 
FAX 076 260-0738 
FAX(076)444-061 1 
FAX の 776)23— 0580 


FAX の1 1)863-3154 
FAX の1バ87 1-2400 
FAX 0138)48-6080 
FAX の166わ7_2338 
FAX の 155)35-751 日 
FAX の154 24-0451 
FAX(01 57)26-21 07 


FAX の 17)7 斗 2-8275 
FAX の 17)7 斗 3- 1118 
FAX の1の 864-8468 
FAX の 18)864-5760 
FAX(0178)45-4290 
FAX の 178)71-1344 
FAX の172に 8-0191 
FAX(0172)29-1133 
FAX の 19)622-5244 
FAX の 19)6 日 4-0283 
FAX の 197)22-4452 

FAX の 22)23 目一8810 
FAX(022)783-1792 
FAX(024)938-3021 
FAX(023)642-3254 
FAX のの 4)31-0581 


FAX の 3)3927-11 目日 
FAX の 3)3927-1 13日 
FAX の 3)3927- 11目日 
FAX の 42)528-2382 
FAX(047)312-8338 
FAX 045)852-5540 
FAX 055 268-1569 
FAX ミ04が65 1-6370 
FAX(048)651-6370 
FAX の27 361-9139 
FAX の 2 が 632-5205 
FAX の 276)38— 5508 
FAX の 29)241-4268 
FAX 029 836-1913 


東化地区 


青 巧を ち 
青巧サービス它ン ター 
秋田営業所 
秋田サービス它ンター 
ノ\ 戸 営業所 
八戸サービス它ン ター 
弓ム前営業所 
化前サービス它ン ター 
盛岡営業所 
盛岡サービス它ンター 
フ火 巧 営業所 


青巧市古館1了目 12-38 
青巧市古館1了目 12-38 
秋田市泉中央 4T 目 4-1 8 
秋田市が姐川兰千刈 109-1 
八戸市売市4 了目 4-7 
八口巿売市4 了目 4-7 
弓ム前市田圍 1-2-1 
化前市田園 1-2-1 
盛岡市門 2-1-42 
盛岡市門 2-1-42 

奥州市水巧区か巧工業団地4 了吕79 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 

中国地区 


九州地区 


北海道地区 


沖縄地区 


巧縄営業所宜野湾市宇地巧738 

シー サイド- パーク 102 


〒901-2227 TEU098)897-5677 (代表 ） FAX の 98)897-5679 


07129002 


本ネ王•工場=条巿東新保 7-7 〒9日 5-8 己10 

柏崎工場柏崎巿宝の2-日8 〒945-0817 

長岡工場長岡巿下条の着ノ浦1069〒940-1146 


TEL (0256)32-21 11(大げ表） 
TEL (02 日 7)23 —己17己(イザ表） 
TEL (02 己 8)22-21 21(代表） 


103WA0485- 012 3 dsp 22 
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お客様ご相談窓□一覽表 I 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種各をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記の ご 相談窓 □にご 依頼ください。 

ご転居やご贈營品などでお困りの場含は、下記のおおくの窓□(こご相談く 

ださし、。 

各称、巧巧地、電話塞号は、変更ずる揚含がありますのでご3齋ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
^ 0120 - 919-302 

(修理受付専用ダイヤル） 

FAX 0120-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等からは 
最 寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 


表表表表表表表 
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